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司祭）（ 黙誦：聖
せい

なる神
かみ

、聖 者
せいじゃ

の中
うち

に息
いこ

い、セラフィムより聖 三
せいさん

の聲
こえ

を以
もつ

て歌 頌
かしょう

せられ、

ヘルヴィムより讃 榮
さんえい

せられ、 悉
ことごと

くの天 軍
てんぐん

より伏 拝
ふくはい

せられ、萬 物
ばんぶつ

を無
む

より有
ゆう

と

なし、人
ひと

を 爾
なんぢ

の像
ぞう

と 肖
しょう

とに依
よ

りて造
つく

り、爾
なんぢ

が 諸
もろもろ

の 賜
たまもの

を以
もつ

て之
これ

を飾
かざ

り、

願
ねが

う者
もの

に智慧
ち え

と明悟
めいご

とを與
あた

え、罪
つみ

を 行
おこな

う者
もの

を棄
す

てずして、其
その

救
すくい

の爲
ため

に痛
つう

悔
かい

を立
た

て、我
われ

等
ら

卑
いや

しくして不當
ふとう

なる 爾
なんぢ

の諸 僕
しょぼく

を、此
こ

の時
とき

に於
おい

ても、 爾
なんぢ

が聖
せい

な

る祭 壇
さいだん

の光 榮
こうえい

の前
まえ

に立
た

ちて、爾
なんぢ

に當 然
とうぜん

の伏 拝
ふくはい

讃 榮
さんえい

を 奉
たてまつ

るに堪
た

うる者
もの

と

なしし主 宰
しゅさい

よ、爾
なんぢ

親
みづか

ら我
われ

等
ら

罪 人
ざいにん

の口
くち

よりも聖 三
せいさん

の歌
うた

を受
う

け、爾
なんぢ

の仁慈
じんじ

を

以
もつ

て我
われ

等
ら

に臨
のぞ

み、我
われ

等
ら

に凡
およ

そ自由
じゆう

と自由
じゆう

ならざる罪
つみ

を赦
ゆる

し、我
わ

が 靈
たましい

と 體
からだ

と

を聖
せい

にし、我
われ

等
ら

に 生 涯
しょうがい

善 功
ぜんこう

を以
もつ

て 爾
なんぢ

に務
つと

むるを得
え

せしめ給
たま

え、聖
せい

なる

生 神 女
しょうしんぢょ

と古世
こせい

より 爾
なんぢ

の 喜
よろこび

を爲
な

しし諸
しょ

聖 人
せいじん

との祈禱
きとう

に依
よ

りてなり、 ）

司祭） 蓋
けだし

我
わ

が神
かみ

よ、 爾
なんぢ

は聖
せい

なり、我
われ

等
ら

光 榮
こうえい

を 爾
なんぢ

父
ちち

と子
こ

と聖 神
せいしん

に献
けん

ず、今
いま

も何時
い つ

も世世
よ よ
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に、

【 聖三祝文 】
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司祭）（ 黙誦：主
しゅ

の名
な

に依
よ

りて來
き

たる者
もの

は崇
あが

め讃
ほ

めらる、ヘルヴィムに座
ざ

する者
もの

よ、 爾
なんぢ

は其
その

國
くに

の光 榮
こうえい

の寶座
ほうざ

に在
あ

りて恒
つね

に崇
あが

め讃
ほ

めらる、今
いま

も何時
い つ

も世世
よ よ

に、 ）

【 提 綱
プロキメン

第７調 】

司祭） 愼
つつし

みて聽
き

くべし、 衆 人
しゅうじん

に平 安
へいあん

、

誦經） 爾
なんぢ

の神
しん

にも、

司祭）睿
えい

智
ち

、

誦經）プロキメン、義
ぎ

人
じん

は主
しゅ

の爲
ため

に樂
たの

しみて、彼
かれ

を恃
たの

まん、

誦經）神
かみ

よ、我
わ

が 禱
いのり

の時
とき

我
わ

が聲
こえ

を聽
き

き給
たま

え、

誦經）義
ぎ

人
じん

は主
しゅ

の爲
ため

に樂
たの

しみて、



聖体礼儀②（ミラリキヤの奇蹟者聖ニコライ祭）‐6

【 使 徒 經
アポストロス

335端 エウレイ書13章17～21節 】

司祭）睿智
えいち

、

誦經）聖
せい

使徒
し と

パヴェルがエウレイ人
じん

に達
たつ

する書
しょ

の讀
よみ

、

司祭） 謹
つつし

みて聽
き

くべし、

誦經）兄 弟
けいてい

よ、 爾
なんぢ

等
ら

の 敎
きょう

導
どう

師
し

に 順
したが

いて、之
これ

に服
ふく

せよ、 蓋
けだし

彼
かれ

等
ら

は神
かみ

の前
まえ

に 答
こたえ

を爲
な

す

べき者
もの

として、爾
なんぢ

等
ら

の 靈
たましい

の爲
ため

に儆
けい

醒
せい

す、彼
かれ

等
ら

をして 悦
よろこ

びて之
これ

を 行
おこな

わしめよ、歎
たん

息
そく

して 行
おこな

わしむる勿
なか

れ、此
こ

れ 爾
なんぢ

等
ら

に益
えき

なきが故
ゆえ

なり。我
われ

等
ら

の爲
ため

に祈
き

禱
とう

せよ、蓋
けだし

我
われ

等
ら

は善
よ

き 良
りょう

心
しん

を有
たも

てるを信
しん

ず、一
いっ

切
さい

の事
こと

に於
おい

て善
よ

きを 行
おこな

わんことを望
のぞ

めばなり。我
わ

が殊
こと

に祈
き

禱
とう

を爲
な

すを求
もと

むるは、 速
すみやか

に 爾
なんぢ

等
ら

に還
かえ

されん爲
ため

なり。願
ねが

わくは平 安
へいあん

の神
かみ

、永
えい

遠
えん

の約
やく

の血
ち

に由
よ

りて 羊
ひつじ

の 大
おおい

なる牧
ぼく

者
しゃ

たる我
われ

等
ら

の主
しゅ

イイスス ハリストスを死
し

より起
おこ

しし者
もの

は、

其
その

悦
よろこ

ぶ 所
ところ

を 爾
なんぢ

等
ら

の中
うち

に爲
な

して、其
その

旨
むね

を 行
おこな

わん爲
ため

に、 爾
なんぢ

等
ら

を 凡
およそ

の善
ぜん

事
じ

に 全
まつと

う

せんことを、イイスス ハリストスに由
よ

りてなり。願
ねが

わくは光
こう

榮
えい

は彼
かれ

に無
む

窮
きゅう

の世
よ

に歸
き

せん、

アミン。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

（比較用 口語訳）兄弟たちよ。あなたがたの指導者たちの言うことを聞きいれて、従いなさい。彼ら

は、神に言いひらきをすべき者として、あなたがたのたましいのために、目をさましている。彼らが嘆

かないで、喜んでこのことをするようにしなさい。そうでないと、あなたがたの益にならない。わたし

たちのために、祈ってほしい。わたしたちは明らかな良心を持っていると信じており、何事についても、

正しく行動しようと願っている。わたしがあなたがたの所に早く帰れるため、祈ってくれるように、特

にお願いする。永遠の契約の血による羊の大牧者、わたしたちの主イエスを、死人の中から引き上げら

れた平和の神が、イエス・キリストによって、みこころにかなうことをわたしたちにして下さり、あな

たがたが御旨を行うために、すべての良きものを備えて下さるようにこい願う。栄光が、世々限りなく

神にあるように、アァメン。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【 アリルイヤ 第２調 】

司祭） 爾
なんぢ

に平 安
へいあん

、

誦經） 爾
なんぢ

の神
しん

にも、

司祭）睿
えい

智
ち

、
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誦經）アリルイヤ、

誦經） 爾
なんぢ

の司
し

祭
さい

等
ら

は義
ぎ

を衣
き

、 爾
なんぢ

の諸
しょ

聖
せい

者
しゃ

は 悦
よろこ

ばん、

誦經）主
しゅ

はシオンを擇
えら

び、此
これ

を以
もつ

て其
その

住所
すまい

とするを望
のぞ

めり、

司祭）（ 黙誦：人
ひと

を愛
あい

する主 宰
しゅさい

よ、我
わ

が 心
こころ

に神
かみ

を知
し

る智慧
ち え

の 浄
いさぎよ

き 光
ひかり

を 輝
かがや

かし、我
わ

が思念
しねん

の目
め

を啓
ひら

きて、爾
なんぢ

が福 音
ふくいん

の 敎
おしえ

を悟
さと

らしめ給
たま

え、我
わ

が衷
うち

に 爾
なんぢ

の福
ふく

たる 誡
いましめ

を

畏
おそ

るる 畏
おそれ

をも入
い

れて、我
われ

等
ら

が 悉
ことごと

くの肉 體
にくたい

の慾
よく

を踏
ふ

み、凡
およ

そ 爾
なんぢ

の 喜
よろこ

ぶ 所
ところ

を思
おも

い且
か

つ 行
おこな

いて、属 神
ぞくしん

の生 活
せいかつ

を過
す

ぐるを致
いた

させ給
たま

え、 蓋
けだし

ハリストス神
かみ

よ、

爾
なんぢ

は我
わ

が 靈
たましい

と 體
からだ

との 光 照
こうしょう

なり、我等
われら

爾
なんぢ

と 爾
なんぢ

の無原
むげん

の父
ちち

と至聖
しせい

至善
しぜん

にし

て生命
いのち

を 施
ほどこ

す 爾
なんぢ

の神
しん

とに光 榮
こうえい

を獻
けん

ず、今
いま

も何時
い つ

も世世
よ よ

に、アミン。 ）

【 福 音 經
エヴァンゲリオン

ルカ福音書24端 6章17～23節 】

司祭）睿智
えいち

、 粛
つつし

みて立
た

て聖 福 音 經
せいふくいんけい

を聽
き

くべし、 衆 人
しゅうじん

に平 安
へいあん

、
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司祭）ルカ傳
でん

の聖 福 音 經
せいふくいんけい

の讀
よみ

、

司祭） 謹
つつし

みて聽
き

くべし、彼
か

の時
とき

イイスス平
へい

地
ち

に立
た

てり、爰
ここ

に其
その

衆
おお

くの門
もん

徒
と

、及
およ

び衆
おお

くの民
たみ

、

イゥデヤの四
し

方
ほう

イェルサリム 幷
ならび

にティルとシドンとの海
うみ

濱
べ

よりして、彼
かれ

に聽
き

かん爲
ため

、且
かつ

己
おのれ

の 病
やまい

の醫
いや

されん爲
ため

に來
きた

りし者
もの

、又
また

汚
お

鬼
き

を患
うれ

うる者
もの

ありき、彼
かれ

等
ら

醫
いや

されたり。 衆
しゅう

民
みん

彼
かれ

に捫
さわ

らんと欲
ほつ

せり、 蓋
けだし

能
ちから

彼
かれ

より出
い

でて、 衆
しゅう

を醫
いや

せり。彼
かれ

は目
め

を擧
あ

げて、其
その

門
もん

徒
と

を視
み

て

曰
い

えり、神
しん

の貧
まづ

しき者
もの

は 福
さいわい

なり、神
かみ

の國
くに

は 爾
なんぢ

等
ら

の有
もの

なればなり。今
いま

飢
う

うる者
もの

は 福
さいわい

なり、 爾
なんぢ

等
ら

飽
あ

くを得
え

んとすればなり。今
いま

泣
な

く者
もの

は 福
さいわい

なり、 爾
なんぢ

等
ら

笑
わら

うを得
え

んとすればな

り。人
ひと

の子
こ

の爲
ため

に人
ひと

人
びと

爾
なんぢ

等
ら

を憎
にく

み、 爾
なんぢ

等
ら

を絶
た

ち、且
かつ

詬
ののし

り、 爾
なんぢ

等
ら

の名
な

を惡
あ

しき者
もの

と

して棄
す

つる時
とき

は、 爾
なんぢ

等
ら

福
さいわい

なり、其
その

日
ひ

に 喜
よろこ

び 樂
たのし

めよ、天
てん

には 爾
なんぢ

等
ら

の 賞
むくい

多
おお

ければ

なり。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

（比較用 口語訳）その時イエスは平地に立たれたが、大ぜいの弟子たちや、ユダヤ全土、エルサレム、

ツロとシドンの海岸地方などからの大群衆が、教を聞こうとし、また病気をなおしてもらおうとして、

そこにきていた。そして汚れた霊に悩まされている者たちも、いやされた。また群衆はイエスにさわろ

うと努めた。それは力がイエスの内から出て、みんなの者を次々にいやしたからである。そのとき、イ

エスは目をあげ、弟子たちを見て言われた、「あなたがた貧しい人たちは、さいわいだ。神の国はあな

たがたのものである。あなたがたいま飢えている人たちは、さいわいだ。飽き足りるようになるからで

ある。あなたがたいま泣いている人たちは、さいわいだ。笑うようになるからである。人々があなたが

たを憎むとき、また人の子のためにあなたがたを排斥し、ののしり、汚名を着せるときは、あなたがた

はさいわいだ。その日には喜びおどれ。見よ、天においてあなたがたの受ける報いは大きいのだから。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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※聖体礼儀３（金口イォアン）へ


